
２４年秋闘要求内容 １１月２０日、２６日の団体交渉　回答

１．        時短７．７５Ｈ

２．        子育て支援

（イ）勤務時間の短縮

（ロ）看護休暇取得拡大

３．若手世代の要求

（イ）帰省手当の制度新設

（ロ）奨学金返済制度新設

４．６５歳までの定年延長

５．退職金規定見直し

６．再雇用嘱託社員制度の対象年齢７０歳までに

７．女性の登用

８．就業規則等内規の変更

９．賃金のカーブ実年齢での表記

１０．防災ヘルメット一人１個支給

三和エレクトロニクス 秋闘要求・回答状況 【細谷 記】

【看護休暇】
小学３年生まで、子ども１人の場合７日、２人以上は１４日。国の基準
を超えた回答あり。有給での実施は否定。
【再雇用嘱託社員制度の対象年齢７０歳までに】
労使の話し合いの糸口が？？？
【女性の登用】
６５年間女性管理職ゼロの状況から、会社対応は少しの前進はあるが、
具体的女性登用の回答はない。
【就業規則等内規の変更】
住宅手当の運用に関して組合提案の内容とは違うが、納得できる回答。
【賃金のカーブ実年齢での表記】
実年齢で表記のカーブは出たが、今まで３才刻みのカーブが５才刻みに
なり、精度が悪くなった。会社説明も納得できるものではない。
【防災ヘルメット１人１個の支給】
来年度から予算を組み１人１個支給する予定。要求に沿った回答。
【他の項目前進なし】

秋
闘

三
和
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス

前
進
回
答
あ
り

要
求
と
回
答
は
下
表

に
よ
る
。

崎
陽
軒
で
は

前
向
き
検
討

１
１
月
６
日
に
秋
闘
・

年
末
一
時
金
要
求
を
提

出
し
ま
し
た
。

秋
闘
要
求
は
ア
ン
ケ
ー

ト
の
意
見
も
検
討
し
、

「
立
作
業
の
業
務
軽
減

と
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
」
「
有
給
休
暇
の
促

進
」年

末
一
時
金

要
求
３
．
０
カ
月
。

１
１
月
１
８
日
に
団

交
を
行
い
秋
闘
に
つ
い

て
は
、
業
務
の
軽
減
に

つ
い
て
会
社
は
椅
子
を

購
入
し
て
、
実
際
に
売

店
で
使
用
可
能
か
検
討

す
る
な
ど
前
向
き
な
姿

勢
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
有
給
取
得
や
質
問

事
項
に
つ
い
て
も
文
章

で
そ
れ
な
り
の
回
答
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

年
末
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
当
社
規
定
の
一

点
張
り
で
、
実
に
不
誠

実
な
回
答
で
し
た
。

再
度
１
２
月
５
日
の

団
交
開
催
を
申
し
入
れ

ま
し
た
。

年
末

一
時
金

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー

組
合
員
の
退
職
金
問

題
が
解
決
し
、
年
末
一

時
金
の
団
交
を
１
１
月

１
２
、
１
３
、
１
５
日

で
申
し
込
み
ま
し
た
が
、

日
程
の
折
り
合
い
が
つ

か
ず
、
１
２
月
２
７
日

に
支
給
し
た
い
と
い
う

回
答
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
き
た

の
で
、
１
２
月
１
８
日

に
団
交
を
開
く
よ
う
再

度
申
し
入
れ
ま
し
た
。

（
記

長
谷
川
）

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

２０２４年

１１月２７日

７５０５号

２４秋闘で前進回答、続けて年末一時金へ



100万円 住民税（所得割）が発生

103万円
所得税が発生（+復興税）　企業によって
は配偶者手当の支給が無くなる

１０６万円
【手取減少】

（勤め先の規模により）　厚生年金、健
康保険の支払いが発生（2号被保険者）

130万円
【手取減少】

国民年金・国民健康保険の支払いが発生
（1号被保険者）

150万円
配偶者特別控除の満額適用（38万円）の
限度額

210万円 配偶者特別控除の対象外

7505号 （2）

「壁の引上げ」問題は財源
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超
え
る

と
所
得
税
の
課
税
が
始
ま
り
ま

す
。
課
税
は
１
０
３
万
円
を
超

え
た
金
額
に
か
か
り
、
手
取
り

が
減
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
０
４
万
円
な
ら
超
え
た
１
万

円
に
対
し
て
、
５
％
の
所
得
税

５
０
０
円
と
復
興
特
別
所
得
税

１
０
円
（
所
得
税
の
２
．
１
％
）
、

住
民
税
が
１
０
％
で
１
０
０
０

円
、
合
計
１
５
１
０
円
で
手
取

り
は
８
４
９
０
円
増
え
ま
す
。

配
偶
者
特
別
控
除

１
５
０
万
円

主
婦
が
パ
ー
ト
で
働
い
て
い

る
場
合
、
昔
は
１
０
３
万
円
を

超
え
る
と
夫
の
配
偶
者
控
除
の

適
用
が
な
く
な
り
、
夫
の
税
金

が
増
え
て
し
ま
う
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
し
た
が
、
７
年
前
に

法
律
が
改
正
さ
れ
、
２
０
１
８

年
か
ら
は
年
収
が
１
０
３
万
円

を
超
え
て
も
、
１
５
０
万
円
ま

で
は
配
偶
者
特
別
控
除
（
３
８

万
円
）
が
適
用
さ
れ
夫
の
税
金

が
増
え
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

し
た
。
更
に
、
１
５
０
万
円
を

超
え
て
も
税
金
が
急
激
に
増
え

る
事
は
な
く
２
０
１
万
円
を
超

え
る
と
控
除
が
な
く
な
り
ま
す
。

配
偶
者
と
し
て
受
け
ら
れ
る

税
の
優
遇
は
１
０
３
万
円
の
壁

で
は
な
く
１
５
０
万
円
の
壁
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
余
り
知
ら

れ
て
い
な
い
の
か
１
０
３
万
円

で
働
く
時
間
を
調
整
し
て
い
る

人
が
ほ
と
ん
ど
だ
そ
う
で
す
。

学
生
ア
ル
バ
イ
ト

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
は
勤
労
学

生
控
除
２
７
万
円
が
加
算
さ
れ
、

１
３
０
万
円
を
超
え
な
い
と
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
親
の
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
て
年
収
が
１

０
３
万
円
を
超
え
る
と
親
は
特

定
扶
養
控
除
（
６
３
万
円
）
を

受
け
ら
れ
な
く
な
り
、
世
帯
全

体
の
手
取
り
が
大
き
く
減
る
と

い
う
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

収
入
の
大
幅
減
は

社
会
保
険
料
の
壁

１
０
６
万
円
以
上
で
社
会

保
険
に
加
入
し
、
３
号
被
保

険
者
か
ら
２
号
被
保
険
者
に

な
っ
た
場
合
、
雇
用
主
の
保

険
料
半
額
負
担
も
あ
り
、
本

人
負
担
の
保
険
料
は
約
１
６

万
円
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

将
来
の
年
金
の
上
乗
せ
、
傷

病
手
当
の
支
給
、
出
産
手
当

金
の
支
給
な
ど
の
プ
ラ
ス
面

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
１

３
０
万
円
以
上
で
、
３
号
被

保
険
者
か
ら
１
号
被
保
険
者

と
な
っ
た
場
合
、
約
３
０
万

円
前
後
の
負
担
増
で
、
年
金

の
上
乗
せ
も
な
く
１
０
６
万

円
の
壁
よ
り
も
大
き
な
壁
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
は
財
源

１
０
３
万
円
の
課
税
最
低
限

を
引
き
上
げ
る
事
は
大
賛
成
で

す
が
、
財
源
次
第
で
は
増
税
に

な
る
人
も
出
ま
す
。
最
低
賃
金

の
大
幅
引
き
上
げ
や
、
税
と
社

会
保
障
の
抜
本
的
な
改
善
と
結

び
付
け
て
、
こ
の
問
題
が
正
し

く
解
決
さ
れ
る
よ
う
、
大
き
な

関
心
を
も
っ
て
見
定
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
合
同
分
会
・
石
田
】



総
選
挙
の
投
票
率
は
、
前
回

を
下
回
る
５
３
．
８
５
％
に
と

ど
ま
り
、
こ
れ
は
戦
後
三
番
目

の
低
さ
で
し
た
。

投
票
率
が
低
い
と
、
大
政
党

が
有
利
に
な
る
小
選
挙
区
制
。

選
挙
制
度
に
欠
陥
が
あ
る
と
言

わ
れ
続
け
ま
し
た
が
、
今
回
大

政
党
の
自
民
党
が
議
席
を
大
幅

に
減
ら
し
た
ま
し
た
。

比
例
代
表
の
獲
得
数
が
１
５

０
０
万
票
・
２
７
％
弱
と
投
票

者
の
４
分
の
１
。
有
権
者
の
７

分
の
１
の
支
持
に
と
ど
ま
る
自

民
党
が
４
割
超
の
議
席
を
占
め

る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
席
で
は
、
小
選
挙
区
と
比

例
代
表
を
あ
わ
せ
た
４
６
５
議

席
の
配
分
が
決
ま
り
、
自
民
・

公
明
両
党
は
、
自
民
党
が
１
９

１
議
席
、
公
明
党
が
２
４
議
席

の
２
１
５
議
席

で
、
過
半
数

の
２
３
３
議

席
を
下
回
り

ま
し
た
。

与
党
が
過

半
数
を
割
り

込
む
の
は
民

主
党
政
権
が

誕
生
し
た
１

５
年
前
の
２
０
０
９
年
以
来
と

な
り
ま
す
。

総
選
挙
の
結
果
は
、
物
価
高

の
も
と
国
民
生
活
が
厳
し
い
な

か
政
治
面
で
は
、
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
に
よ
る
裏
金
づ
く
り
や

旧
統
一
教
会
と
の
癒
着
な
ど
金

権
腐
敗
に
ま
み
れ
、
大
企
業
と

ア
メ
リ
カ
べ
っ
た
り
の
自
民
党

政
治
に
国
民
が
厳
し
い
審
判
を

下
し
た
と
言
え
ま
す
。

２
０
１
２
年
の
第
二
次
安
倍

政
権
誕
生
以
来
続
い
て
き
た
、

自
公
に
よ
る
「
一
強
政
治
」
が

終
焉
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
政
治

を
模
索
す
る
新
し
い
政
治
の
変

化
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え

ま
す
。

「
一
強
政
治
」
の
も
と
で
審

議
ら
し
い
審
議
も
な
く
悪
法
が

次
々
と
強
行
採
決
さ
れ
る
と
い

う
状
況
は
今
後
困
難
と
な
り
、

ま
た
自
・
公
・
国
・
維
な
ど
の

改
憲
勢
力
の
議
席
が
３
分
の
２

に
届
か
な
か
っ
た
こ
と
も
き
わ

め
て
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
の
選
挙
で
私
は
心
配
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
こ

れ
ま
で
の
東
京
知
事
選
挙
、
総

選
挙
、
そ
し
て
兵
庫
知
事
選
挙

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
で
有
権
者
（
特
に
若
い

人
）
が
投
票
先
を
決
め
て
い
る

こ
と
で
す
。

す
べ
て
悪
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
投
票
先
を
決
め
る
に
あ

た
っ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
さ
れ
る

情
報
が
す
べ
て
正
し
い
と
判
断

し
な
い
で
も
ら
い
た
い
と
思
う

こ
と
で
す
。

私
は
、
労
働
組
合
の
一
員
と

し
て
組
合
員
や
職
場
労
働
者
に

労
働
者
の
要
求
を
実
現
す
る
政

治
に
転
換
す
る
た
め
に
も
「
投

票
に
行
き
、
主
権
者
と
し
て
の

権
利
を
行
使
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
る
と
同
時
に
、
学
習
や
対

話
・
宣
伝
を
つ
よ
め
な
け
れ
ば

と
感
じ
ま
し
た
。《

記
：
矢
部
》

（３） 7505号

２０２４年総選挙終わって
「有権者は何を参考にして投票先を決めているのかなー？」と思う

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
与
党
が
過
半

数
割
れ
に
な
っ
た
の
と
、
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
だ
っ
た
。

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
で
失
職
し
た
前
斎
藤
知

事
が
圧
倒
的
な
得
票
を
得
て
当
選
し
た

こ
と
だ
。
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
選
挙
で
の
ネ
ッ
ト
の
活
用
だ
。

▼
投
票
で
参
考
に
し
た
も
の
の
第
１
が

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
動
画
サ
イ
ト
の
３
０
％
」
第

２
が
「
新
聞
の
２
４
％
」
第
３
が
「
テ

レ
ビ
の
２
４
％
」
第
４
が
「
そ
の
他
の

１
７
％
」
だ
そ
う
だ
。
▼
選
挙
に
な
る

と
新
聞
・
テ
レ
ビ
は
報
道
を
規
制
す
る

方
向
に
あ
る
、
公
職
選
挙
法
の
１
４
８

条
で
は
選
挙
に
つ
い
て
の
報
道
、
評
論

の
自
由
を
明
記
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
を
利
用
し
た
選
挙
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
っ
と
メ
デ
ィ
ア
が
発
言
し
て
も
い

い
の
で
は
と
思
う
。
▼
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
・
Ｘ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
・F

a
c
e
b
o
o

k

・T
ik
T
o
k

・L
IN

E

な
ど
の
運
営
側
の

管
理
体
制
も
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
、

自
由
な
表
現
の
道
具
と
し
て
の
ス
マ
ホ

活
用
は
今
後
の
選
挙
を
様
変
わ
り
さ
せ

る
事
に
な
る
こ
と
は
必
至
と
思
わ
れ
る
。

デ
マ
・
中
傷
・
フ
ェ
イ
ク
に
惑
わ
さ
れ

な
い
よ
う
、
特
に
ト
ラ
ン
プ
に
は
気
を

付
け
よ
う
。

シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ



テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
状
況

は
、
小
生
が
思
っ
て
い
た
以

上
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

我
家
の
前
の
２
軒
は
夫
さ
ん

（
某
大
企
業
勤
務
）
が
ほ
ぼ

完
全
テ
レ
ワ
ー
ク
で
す
。

総
務
省
「
通
信
利
用
動
向

調
査
」
の
資
料
（
２
０
２
３

年
）
で
は
、
５
０
％
以
上
の

企
業
が
実
施
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
ホ
ン
ト
か
？
？
？
？

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施

の
頻
度
は
、
週
３
日
以
上
が

約
４
０
％
（
日
経
Ｂ
Ｐ

総

合
研
究
所

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ラ
ボ

２
０
２
４

年
４
月
よ
り
）
と
の
こ
と
。

全
労
連
（
全
国
労
働
組
合

総
連
合
）
の
意
見
書
（
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）
で
は
、
「
テ

レ
ワ
ー
ク
は
、
長
時
間
通
勤

を
回
避
し
た
り
、
育
児
や
介

護
、
健
康
に
問
題
を
抱
え
る

労
働
者
の
事
情
に
即
し
た
働

き
方
を
可
能
と
す
る
も
の
と

し
て
、
そ
れ
を
望
む
労
働
者

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

働
き
方
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

他
方
で
、
労
働
時
間
管
理
や
、

労
使
・
労
労
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
在
り
方
（
※
２
）
、

経
費
負
担
に
関
す
る
課
題

（
※
１
）
も
生
じ
て
い
る
。
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。

他
方
、
研
究
会
（
労
働
基

準
関
係
法
制
研
究
会
）
で
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
向
け
の
み
な
し

労
働
時
間
制
や
、
労
使
の
約

定
を
基
準
と
し
て
労
働
時
間

を
判
断
す
る
制
度
を
創
設
す

る
と
い
っ
た
案
が
だ
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
。

（
※
１
）
課
題
に
つ
て
の
全
労

連
の
考
え
方

労
働
時
間
管
理

私
生
活
に
近
接
し
た
場
で

の
就
労
で
あ
る
こ
と
か
ら
の
、

い
わ
ゆ
る
「
中
抜
け
」
問
題

に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
普

及
し
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
型

の
勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
等
で
、

管
理
可
能
。

経
費
負
担
問
題

企
業
の
主
な
狙
い
は
オ
フ
ィ

ス
・
コ
ス
ト
の
削
減
、
プ
ラ

ス
あ
わ
よ
く
ば
テ
レ
ワ
ー
ク

機
材
や
通
信
環
境
の
整
備
、

通
信
費
・
光
熱
費
の
負
担
を

労
働
者
に
押
し
付
け
。

現
行
法
で
は
、
費
用
負
担

の
基
準
が
な
い
。
使
用
者
負

担
と
す
る
こ
と
を
法
令
で
措

置
す
る
必
要
が
あ
る
。

労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
が
テ
レ
ワ
ー

ク
で
深
刻
化
し
や
す
い
。
同

僚
の
目
が
届
か
な
い
場
面
で

の
ワ
ン
・
オ
ン
・
ワ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
特
に
危
険
で
あ

る
。労

働
相
談
事
例
で
は
、
過

剰
な
業
務
の
押
し
付
け
、
長

時
間
労
働
の
実
態
把
握
の
拒

否
と
不
払
残
業
の
強
制
、
情

報
の
非
共
有
、
チ
ー
ム
か
ら

の
阻
害
、
質
問
や
意
見
具
申

に
対
す
る
不
当
な
処
分
新
就

業
規
則
に
詳
細
な
服
務
規
程

を
盛
り
込
み
、
上
司
の
指
示

に
従
わ
な
か
っ
た
も
の
と
み

て
処
分
し
、
そ
の
累
積
を
も
っ

て
勤
務
態
度
不
良
と
し
て
懲

戒
解
雇

な
ど
が
起
き
て
い

る
。
現
行
の
パ
ワ
ハ
ラ
防
止

措
置
義
務
で
は
な
く
、
パ
ワ

ハ
ラ
禁
止
規
定
を
設
け
、
実

効
性
の
あ
る
措
置
を
検
討
す

る
べ
き
で
あ
る
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

小
生
の
周
り
の
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

界
隈
で
は
、
あ
ま
り
テ
レ
ワ
ー

ク
の
話
は
聞
か
れ
ま
せ
ん
が
、

小
生
の
所
属
す
三
和
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
分
会
で
は
、
職
場
か

ら
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
要
求
が

少
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
毎
年

出
て
い
ま
す
。

全
労
連
が
指
摘
し
て
い
る
、

労
労
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

在
り
方
（
※
２
）
に
関
し
て
は

労
働
組
合
活
動
と
の
関
り
も
出

て
き
ま
す
。
組
合
と
し
て
も
方

向
考
え
て
い
く
時
期
に
来
て
い

る
と
思
い
ま
す
。【

細
谷

記
】

7505号 （4）

今
回
は

テ
レ
ワ
ー
ク

に
つ
い
て

全労連の意見書



１
１
月
９
日
（
土
）
の
集
い
に
参

加
し
ま
し
た
。
「
週
刊
大
地
」
２
０

０
０
号
冊
子
は
１
９
７
９
年
～
２
０

２
４
年
の
４
５
年
間
の
軌
跡
で
す
。

冊
子
の
ペ
ー
ジ
数
の
多
さ
で
持
っ
た

時
の
重
さ
に
苦
労
の
あ
と
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

会
場
は
京
急
の
雑
色
駅
か
ら
徒
歩

５
分
の
所
に
あ
る
六
郷
集
会
所
で
午

後
１
時
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
は
テ
ー
ブ
ル
が
８
名
座
れ
る
大

き
さ
で
数
十
個
置
か
れ
て
参
加
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
席
に
座
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
約
１
０
０
名
で
し
た
。

こ
の
集
い
に
参
加
を
し
た
い
と
思
っ

た
の
は
、
「
週
刊
大
地
」
を
２
０
０

０
回
も
続
け
ら
れ
た
の
は
何
故
か
。

編
集
体
制
は
１
０
名
位
と
聞
き
ま
し

た
が
、
今
の
編
集
体
制
は
ど
う
な
の

か
。
原
稿
依
頼
は
、
ど
う
さ
れ
て
い

る
の
か
。
作
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ

う
に
作
り
上
げ
る
の
か
。
ト
ラ
ブ
ル

は
何
が
あ
っ
た
の
か
。
少
し
具
体
的

な
話
が
聞
き
た
く
い
て
参
加
を
し
ま

し
た
が
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

集
い
が
進
ん
で
、
「
鏡
割
り
・
く

す
玉
を
割
っ
て
の
祝
い
」
な
ど
が
行

わ
れ
良
い
場
面
で
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
次
に
「
あ
じ
さ
い
コ
ー
ラ
ス
」

の
合
唱
で
曲
で
「
闘
う
わ
れ
ら
・
東

京
ブ
ギ
ブ
ギ
・
紅
葉
」
を
聞
き
ま
し

た
。
全
員
女
性
の
コ
ー
ラ
ス
で
と
て

も
新
鮮
に
聞
こ
え
楽
し
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
事
。

「
週
刊
大
地
」
も
郵
便
か
ら
メ
ー
ル

で
発
送
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

時
代
の
流
れ
か
、
郵
便
で
送
る
に
は

費
用
が
掛
か
る
事
で
変
更
を
を
し
た

の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
三
和
分
会

小
林
】

（５） 7505号

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ

太
田
地
域
支
部
の
組
合
機
関
紙

「
週
刊
大
地
２
０
０
０
号
達
成
」
記
念
集
会

NPO法人
ワーカーズネットかわさき
街頭労働相談

太
田
地
域
支
部
は
、

東
京
大
田
区
内
の
労
働
組
合
で

働
く
者
の
要
求
実
現
を
め
ざ
し
、

生
活
と
権
利
を
守
る
た
め
活
動
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
前
執

行
委
員
長
の
生
熊
さ
ん
の
出
身
組

合
で
も
あ
り
ま
す
。

１
１
月
１
５
日
「
金
」

溝
の
口
駅
デ
ッ

キ
に
て
月
に
１
度
の
街
頭
労
働
相
談
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
３
０
分
ほ
ど
遅
れ
て
の
ス

タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
溝
の
口
駅
デ
ッ
キ

は
年
末
恒
例
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
賑
や

か
に
と
も
り
、
そ
の
せ
い
な
の
か
、
３
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
「
マ
イ
ク
で
の
呼
び

か
け
が
無
か
っ
た
か
ら
、
相
談
に
気
安
か
っ

た
の
か
も
」
と
の
声
も
有
り
、
今
後
の
検
討

も
必
要
か
？

川
崎
支
部
か
ら
は
、
矢
部
・
細
谷
の
２
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

次会は１２月２０日（金）川崎駅

で今年最後の街頭労働相談です。

寒いですがご参加を。

【細谷 記】
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

今後の日程
１１月３０日（土）川崎支部未組織宣伝（登戸駅） １０：００～

労働相談 （支部事務所） １３：００～

１２月 ４日（水）７５期第５回書記局会議（支部事務所）１３：００～

５日（木）全労連争議総行動 ９：３０キンドリルジャパンスタート～

７日（土）労働相談（支部事務所） １３：００～

１１日（水）７５期第４回編集委員会 （支部事務所） １８：００～

７５回第８回執行委員会（支部事務所）１９：００～

１４日（土）労働相談（支部事務所） １３：００～

２０日（金）JAL本社大包囲行動（天王洲アイル駅徒歩３分）１８：３０～

ワーカーズネット街頭労働相談（川崎駅）１９：００～

２１日（土）労働相談（支部事務所） １３：００～

２５日（水）川崎支部未組織宣伝（久地駅） １７：３０～

７５期第９回執行委員会（支部事務所）１９：００～

２７日（金）支部報作成 １３：００～

２０２５年

１月 ８日（水）７５期第６回書記局会議（支部事務所）１３：００～

１０日（金）川崎労連旗開き（川崎市総合自治会館ホール）１８：３０～

１２日（日）川崎支部旗開き（支部事務所）１１：００～

１５日（水）７５期第１０回執行委員会（支部事務所）１９：００～

ナンバープレイス７５０４号の答えは

Ａ＝９、Ｂ＝５、Ｃ＝３，、Ｄ＝９ でした。

≪クイズの結果≫ 賞品は５００円相当です。
解答者、５名全員正解です。

澁谷裕之進さん（三和分会家族）・・・図書カード
石田洋司さん （合同分会）・・・・・図書カード
長谷川綾子さん（三和分会家族）・・・図書カード
菅原祐三さん （支部報読者）・・・・図書カード
大野陽子さん （三和職場読者） ・・・図書カード JMITU川崎支部

ホームページ

年末カンパのお願い

支部財政部

電気代、米など諸物価高騰が続く中賃

金の上昇が追い付かず、組合員のみなさ

んは生活が大変な日々を過ごしていると

思います。川崎支部でも、組合員の減少、

諸物価高騰により諸経費は高騰し財政は

厳しい状態が続いていますので、川崎支

部へのカンパをよろしくお願いします。

【郵便振込先】

口座番号 ００２１０－５－８９２５４

口座名 ＪＭＩＴＵ川崎支部

【銀行振込先】

川崎信用金庫久地支店

普通預金口座

口座番号 ０５３－００４９８８４

口座名 ＪＭＩＴＵ川崎支部


